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№１ 

【校長室より】        

『 ３年ぶりに開催された大阪石城会 』 
 

   時の過ぎるのは早いもので、今年度も残り１か月となりました。３年生は、３月１日には卒業式

を迎えます。その後学校は、高校入試、大学入試や准看護師資格試験の合格発表、人事異動、終業

式、離任式の時期となり、慌ただしい年度末になります。 

３年生の保護者の皆様には、３年間にわたり本校の教育活動にご理解とご協力をいただきました

ことに深く感謝申し上げます。３年生にとっては新型コロナウイルスとともに歩んだ３年間となり

ましたが、学習、部活動、そして学校行事に懸命に取り組み、下級生をリードしながら立派な成果

を収めてくれました。３年生の健闘を讃え、今後の活躍を祈念しています。 

間もなく２年生は最上級生に、１年生は中堅学年となり、五高での生活を今まで以上に充実さ

せ、新１年生の手本となることが求められます。学年の締めくくりにあたり、しっかりと力を蓄

え、新学年のスムーズなスタートにつなげてくれることを願っています。 

 

話は変わりますが、毎年、卒業式の前日に同窓会入会式が行われます。本校の同窓会は、五島中

学校、五島高等女学校、五島高等学校の同窓会として設立され、『石城会』と名付けられていま

す。東京石城会、大阪石城会、長崎石城会、全国石城会（五島市開催）、定時制同窓会（五島市開

催）があり、各地で活発に活動されています。五島高校は、『石城会』から様々な支援をいただい

ておりますが、その一つとして、五島高校サポーター会会員による募金（五島高校サポーター基

金）を部活動遠征費などの交通費や宿泊費の補助に使わせていただいています。平成２７年８月に

初めて全校生徒の前で贈呈式を行い、以降年間５０万円～７０万円の寄付を毎年いただいていま

す。在校生の皆さんは、改めて感謝の気持ちを持つとともに、卒業後、後輩のために同窓会の活動

に積極的に参加してもらいたいと思います。 

 

去る２月１２日（日）、「大阪石城会」が大阪市内の会場で３年ぶりに開催され、全国石城会事

務局長の辻教諭と参加してきました。全国石城会会長の吉野榮一様、大阪石城会会長の岩脇秀和様

をはじめ、昭和３６年卒業から平成２７年卒業までの幅広い年齢層の約６０名の方々が参加し盛大

に開催されました。総会では、私から五島高校サポーター基金へのお礼と五島高校の近況をお知ら

せしました。懇親会では、五島弁の方言シンガーソングライターとして活躍されているベベンコ

ビッチさんの感動的なライブで会場は熱気に包まれました。帰りの飛行機の関係で、最後の校歌斉

唱を聞くことができず残念でしたが、大阪石城会の方の故郷や母校を愛する熱い想いを感じる貴重

な機会となりました。 

 

五島高校は生徒のひたむきな努力はもちろんですが、地域、保護者、同窓会等の様々な方のご理

解やご支援のお陰で現在の教育活動ができていることを改めて痛感しております。 

今後も、全校生徒及び教職員一丸となって、皆様の熱い想いに応えられるよう、さらに頑張って

いきたいと思います。 



№２ 

 ２月７日（火）に１、２年生による生徒総会が行われま

した。今年度は新型コロナウイルス・インフルエンザが流

行していたことからリモートによる実施となりました。当

日は議長の進行により新年度予算の報告や専門委員会の報

告などが行われました。また会長の平野上総さんからは、

生徒数の減少にともない、来年度の生徒会予算が減額さ

れ、五高祭や体育祭の費用も減額される予定であること。

減額された分を、古紙の売却金や五島市からの報奨金で補

えるよう、いらなくなった紙ゴミを、ゴミ箱ではなく、古

紙回収ボックスへ入れるよう、協力のお願いがありまし

た。これから五島高校を背負っていく１、２年生が責任と自覚を持って学校生活を送っていくことを期

待します。 

 また、部活動集会もリモート形式で行われ、今回は吹奏楽部と野球部の部長から日々の部活動への取

り組み、部室のきれいな使い方の徹底、時間を守った活動、現２年生の最後の大会までの意気込み、な

どの呼びかけがありました。 

生徒総会・部活動集会 

 １月２４日（火）に本校メモリアルホールにおいて、3年生ス

ポーツコースの卒業発表会が実施されました。柔道・剣道・陸上部

に分かれてグループを編成し、各競技に関する研究を発表しまし

た。それぞれの競技における疑問に感じていることを自分たちで調

査・研究することで、体育・スポーツを学術的にとらえ、より高い

専門知識を身につけることができました。また、一人一台パソコン

を利用しての発表用パワーポイントを作成して発表することで、プ

レゼンテーション能力の向上にもつなげることができました。 

 

発表テーマ及び班員 

 １班「体重の短期間増減量が試合に及ぼす影響」（西極・川原・城山・木場） 

 ２班「スピードとジャンプ力の関係性」（出口敬・清川・山中陽・山田） 

 ３班「パワーマックスの値とタイムは相関関係にあるのか」（岡・井川・浦） 

 ４班「柔道における組み手についての一考察」（今畠・里道・増田・清水） 

 ５班「ビジョントレーニングと剣道の競技力の関係」（大澤・出口颯・平山・山中颯・烏山） 

スポーツコース卒業発表会 

校内マラソン大会 
 今回3年ぶりの開催となりました。五島市中央公園陸上競技場を発着点に、男子は約１０ｋｍ、女子は約６

ｋｍを走り抜きました。当日はスタート直前に雨が降り出し、寒い中の実施となりましたが、雨にも負けず完

走することができました。生徒の皆さんは、このマラソン大会で得たものを今後の人生や部活動で生かしても

らいたいと思います。また、大会当日足元が悪い中、沿道からご声援いただいた保護者の皆様、ありがとうご

ざいました。 

【個人の部】 

〈男子〉 

 1位 2年5組 大抜青空 

 2位 2年4組 中野一希 

 3位 2年4組 山田朝陽 

〈女子〉 

 1位 1年2組 松本唯香 

 2位 2年3組 小嶋日和 

 3位 2年1組 木口仁心 

 

【クラス対抗】 

 1位 2年5組 

 2位 1年1組 

 3位 1年5組 



No.３ 

 ２月４日（土）にトランスコスモススタジアム長崎で、県高校新人駅伝大

会が開催されました。大会直前まで怪我に苦しみ、思うように練習ができな

い選手もいましたが、当日は短距離ブロックの選手の力も借り、男子６区

間、女子５区間を全員が襷をつなぐため懸命に走りきりました。 

 結果は男子が24チーム中10位、女子が16チーム中8位でした。自己ベス

トや区間３位の記録を出した選手もおり、今後のさらなる飛躍を期待できる

と感じました。また、選手それぞれが多くの課題を発見し、収穫の多い大会

となりました。 

 今後の大会でより良い走りができるよう、日々の練習に取り組んでいきま

す。応援ありがとうございました。 

県高校新人駅伝大会 

歳末助け合い募金 

准看資格試験出陣式 
 ２月１３日（月）にメモリアルホールで、准看護師資格試験の「出陣式」を実施しました。受験

する３年６組の生徒２３名と教職員が参加しました。式では校長先生、学年主任の辻先生、進路主

任の本多先生から激励をいただきました。その後、生徒を代表して松本七星さんが「３年間で支え

ていただいた全ての人への感謝を忘れず、将来、看護師になるという夢を叶え、今度は自分が誰か

を支えることができる存在になれるよう明日の准看護師資格試験を頑張りたい。」と決意を表明し

ました。また１・２年生からは「休日も学習に励んだ先輩方なら大丈夫、応援しています。」と折

鶴とメッセージが贈呈され、生徒一人ひとりが本番の試験への決意を新たにしました。 

 多くの方に見守られながら今日を迎えられたことを感じる感動的な出陣式で、生徒達にとって大

きな励みとなりました。 

 応援してくださった皆さん、本当にありがとうございました。 

五島吹奏楽祭・五島高校吹奏楽部定期演奏会のご案内 
 五島列島にある小中高の吹奏楽部・ブラスバンド部が一堂に

集まって演奏を披露しあう五島吹奏楽祭は、今年で４３回目を

迎えます。生徒数減の影響もあり年々吹奏楽愛好者の人口も

減っていますが、今後増えることを期待してこの演奏会を続け

ていきたいと思います。３月１９日（日）１３：３０から福江

文化会館にて行いますので是非足をお運びください。 

 現在、五島高校吹奏楽部は部員１１人で活動しています。今

年度は４年ぶりに本校吹奏楽部の定期演奏会を３月２６日

（日）１３：３０から福江文化会館にて開催します。みなさん

のご来場お待ちしています。 


